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■  技術概要

：無線装置およびそれを備えた無線通信システム

無線装置
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無線通信端末間で無線通信を行なうに際して、通信端末の認証のための秘密鍵を
通信端末間で生成し、共有するシステムにおいて、隠れ端末の干渉源からの電波
の到来があってもその干渉を抑圧して秘密鍵の生成を可能とする。

本発明によれば、干渉源からの干渉電波が到来する環境下にあってもその干渉を
抑圧して秘密鍵が生成できるとともに、その秘密鍵の秘匿性を向上させることがで
きる。

本発明においては、無線通信端末１０、２０は第１の振幅位相制御ウェイトと干渉抑
圧ウェイトと第２の振幅位相制御ウェイトとを用いて無線通信相手の無線通信端末
からの信号を受信し、その受信した受信信号に基づいてチャネル行列と第１、第２
の振幅位相制御ウェイトと干渉抑圧ウェイトとが乗算された乗算結果に基づいて秘
密鍵を生成すると同時に、第１、第２の振幅位相制御ウェイトは、チャネルによる振
幅位相変動なのか、ウェイトによる人為的な変動なのか分らないように各無線通信
端末において任意に決定される。


